
 

下北 BOUSAI ネットワーク 
下北管内 6 校合同プロジェクト 

部活動スローガン 

「防災を日本の文化に！ 防災を世界の智慧に！」 

―下北BOUSAIネットワークとは？― 
東日本大震災の記憶を後世に伝えると同時に、防災教育の普及・拡大を目的として、青森県下北管

内にある県立学校６校が協同して取り組むプロジェクトです。地域の生徒の防災意識の高揚と知識、
技術の定着だけでなく、災害時に災害弱者になる可能性のある障がい者、高齢者、外国人などに対応
した、グローバルな防災教育について研究・実践、ネットワークの構築を目指しています。 

―取り組みー 
１ 「災害を学ぶ」  岩手県や宮城県などでの被災地で研修を行い、災害を学ぶ取り組みをしています。 

２ 「事実を伝える」 研修報告会、研究大会などで研修成果。研究成果を発表しています。 

３ 「防災を研究する」 避難所運営やユニバーサルデザインを取り入れた避難所運営を研究しています。 

４ 「防災をデザインする」 「原子力災害や土砂災害を想定した訓練」など、生徒主体で企画・実施します。 

５ 「防災を広める」 防災士育成などむつ市の防災計画に盛り込んでいただきました。 

６ 「防災を考える」 書道・家庭科・美術など、色々な教科で取り組んでいます。 

 
 
 
 「出来ることを、出来るときに、無理せず、楽しく！」 

下北 BOUSAIネットワークの今年度の予定 

 

１ まるっと一日防災 Day 6月 28日（土）  

２ 東通原発見学会 7月 13日（土） 予定  

３ 旧大川小学校 8月９日～10日（貴重です） 

４ 防災学習会 8月 むつ市内 

５ 研修報告会 9月（予定） 

６ 青森県高校生防災サミット 12月（予定）  

日本ジオパーク全国大会         教員向け防災学習会         岩手県宮古市田老地区研修 

防災に取り組むことは 

自分の命を守り 

自分の大切な人の命を守ることに 

つながります 

 

そして、様々な出会いや体験を通じて 

色々な考え方、広い視野の獲得にも 

つながります。 


